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「岡崎市食育推進計画」中間評価アンケート結果報告書 

 

１．調査実施状況 

（１）対象：岡崎市在住の幼稚園・保育園（年中）児、小学校２・５年生、 

中学校２年生、高校２年生（抽出）とその保護者 

 （２）実施期間：平成 21 年 10月 

（３）配布・回収方法：各園・学校に直接配布・回収 

（４）内容：基本目標及び数値目標に関すること 

 

配布・回収状況  

対象 配布先 配布数 有効回答数 有効回答率 

幼稚園・保育園児  保護者へ配布 330 票 310 票 93.9% 

小学校２年生  保護者へ配布 335 票 307票 91.6% 

小学校５年生  児童へ直接配布 330 票 298 票 90.3% 

中学校２年生  生徒へ直接配布 322 票 300 票 93.2% 

高校２年生  生徒へ直接配布 320 票 285 票 89.1% 

保護者  
児童・生徒より保

護者へ配布 
1,637票 1,511 票 92.3% 

 

 【性別（子ども、保護者）】 

 

  

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

【年齢構成（保護者）】 
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２．集計結果 

（１）食育への興味・関心について 

 【食育に関心がありますか（保護者）】 

 【食べものについて学ぶことは重要だと思いますか（子ども）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※平成 19年度アンケート結果との比較 

 

食育について関心がある 又は どちらかといえば関心がある（保護者） 

食べものについて学ぶことは重要だと思う 又は ある程度重要だと思う（子ども） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

85.5％の保護者が

食育に関心あり。 
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関心が無い（全く重要だと思わない）

わからない
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高校生以外は上昇。

全体的に増加傾向。 
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【関心がある理由はなんですか（保護者）】（複数回答） 

  ※（   ）はＨ19アンケート結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【次の取組を知っていますか（保護者）】（複数回答） 

  ※（   ）はＨ19アンケート結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

35.2

36.9

74.5

15.2

15.5

16.4

31

49.1

1.1

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

食生活の乱れが問題になっているから

生活習慣病の増加が問題になっているから

子どもの心と体の健康のために必要だから

食べ残しなどの食品廃棄物が問題だから

食料を海外からの輸入に依存しすぎることが
問題だから

肥満ややせすぎ問題になっているから

食に対する感謝の念がうすれているから

食の安全・安心が重要だから

その他
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52.3
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5.4
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13.4

5.2

15.5

17.6

22.1
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岡崎市食育推進計画

早寝早起き朝ごはん運動

地産地消

外食栄養成分表示店

食育推進ボランティア

食生活改善推進員

食育の日（毎月19日）

食育月間（毎年6月）

食品衛生月間（毎年8月）

岡崎市食育メッセ

食育だより

岡崎市食育推進計画

の認知は 12.5％。 

地産地消、食育の日、

食品衛生月間が認知

度増加。 

 

（％） 

（％） 

子どもの心と体の健

康のためが１番多

い。 

食の安全・安心につ

いての関心が増加。 

 

（41.1） 

（38.9） 

（40.8） 

（73.2） 

（10.4） 

（13.9） 

（15.8） 

（1.9） 

31.0 （29.5） 

（42.3） 

（33.5） 

（16.1） 

（15.4） 

（3.6） 

（4.7） 

（0.9） 
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（２）食生活について 

 【朝ごはんを食べていますか（子ども・保護者）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※平成 19年度アンケート結果との比較 

  

 

                  

 （％） 

 Ｈ１９ Ｈ２１ 参考（愛知県） 

保護者 4.2 4.9 ― 

園児 1.1 0.6 ― 

小学校２年生 0.7 0.3 

小学校５年生 1.1 1.3 
2.0 

中学２年生 4.5 2.0 4.5 

高校２年生 8.1 8.8 9.3 

                   ※愛知県はＨ20 アンケート結果 
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保護者
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小２

小５
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高２

高校２年生の 8.8％が

「ほとんど食べない」

と回答。 

「ほとんど食べない」

児童・生徒は減少して

いる。 

 

（％） 

「ほとんど食べない人」と回答した人（保護者・子ども） 



 

5 

【朝食を食べない理由（子ども・保護者）】（複数回答） 

※ 朝食を「ほぼ毎朝食べる」と答えた人以外が回答 
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50.0
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時間がない
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用意されていない
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その他

42.9

36.6

5.7

20.0

4.0

6.9
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時間がない

食欲がない

作っていない
作るのが面倒

食べる習慣がない

太りたくない

その他

（％） 

（％） （％） （％） 

【保護者】 

【小５】 【中２】 【高２】 

「時間がない」「食欲がない」という

理由が多い。  
中学生・高校生になると、食べない習

慣が付き始める。  
 

Ｎ＝175 

Ｎ＝16 Ｎ＝28 Ｎ＝55 
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※保護者と子どもの食生活の関係 

【朝ごはんを食べていますか（子ども）】 

    

保護者が朝食をほぼ毎日食べる      保護者が朝食をほとんど食べない 

又は、週に４、５日食べる           又は、週に２、３日食べる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※食育への関心と朝食摂取頻度の関係 

【朝ごはんを食べていますか（小５～高２）】 

 

 食物について学ぶことは重要だと思う    全く重要だと思わない   

又は、ある程度重要だと思う        又は、あまり重要だと思わない 

 

 

 

 

 

 

 

 

週に２、３日食べる
1.3%

週に４、５日食べる
3.0%

ほとんど食べない
1.9%

ほぼ毎朝食べる
93.8%

週に２、３日食べる
7.8%

週に４、５日食べる

10.9%

ほとんど食べない

10.2%

ほぼ毎朝食べる
71.1%

保護者が朝食を食べないと、子どもも食べていない場合が多い。  

ほぼ毎朝食べる

90.4%

ほとんど食べない

3.0%

週に４、５日食べる

4.5%

週に２、３日食べる

2.1% 週に２、３日食べ

る

8.9%

週に４、５日食べ

る
2.2%

ほとんど食べな

い
11.1%

ほぼ毎朝食べる

77.8%

食育への関心が高い児童・生徒の方が朝食の摂取頻度が高い。  

Ｎ＝1341 Ｎ＝128 

Ｎ＝797 Ｎ＝45 
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（３）野菜の摂取量について 

【毎日の食事で野菜料理をどれくらい食べていますか（保護者）】 

 

 

朝食（29ｇ）     

 

 

昼食（64ｇ）     

 

 

夕食（147ｇ） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

設問の野菜料理例 

つけ合わせ程度  
 

小鉢１つ程度 

 

煮物、炒め物 

中皿1皿程度 

(小鉢なら２) 

 

鍋物、おでん程度 

(小鉢１＋中皿１) 

 

 

 

 

 

※ 片手半分くらい 

冷やしトマト 根菜のみそ汁 青菜のお浸し ※ 片手一杯くらい 

野菜炒め 野菜の煮物 ※ 両手一杯くらい 

※ 両手山盛り一杯くらい 鍋物 おでん 

13.0 29.3 35.7 16.2 1.5

42.7 31.8 19.0

1.9

0.3

0％ 100％ 

12.6

1.9

2.5

49.7 29.0

ｷｬﾍ゙ﾂ・ﾄﾏﾄ・ﾌ゙ﾛｯｺﾘ 等ー 

朝食で野菜を全く

食べない人は、

42.7％。 

 

全く食べない
つけ合わせ程度 [35g]
小鉢1つ程度 [70g]
煮物、炒め物　中皿1皿程度（小鉢なら2皿程度） [140g]
鍋物、おでん程度　（小鉢1皿＋中皿1皿程度） [210ｇ]
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【１日あたり野菜摂取量（保護者）】 

 

１日あたりの野菜の摂取量：２４０ ｸ゙ﾗﾑ  

 

 

 

 

 

 

 

 ※野菜摂取量の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※食育への関心と野菜摂取量の関係 

【毎日の食事で野菜料理をどれくらい食べていますか（保護者）】 

 

食育への関心がある ⇒ １日あたり野菜摂取量 ２４６ｇ           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

36.7

8.4

38.0 13.9

3.0

0～100ｸ゙ﾗﾑ 100～200グラム 200～300グラム

300～400グラム 400グラム以上

48.2

4.0

24.6 16.5 6.7

0～100ｸ゙ﾗﾑ 100～200ｸ゙ﾗﾑ 200～300ｸ゙ﾗﾑ

300～400ｸ゙ﾗﾑ 400ｸ゙ﾗﾑ以上

野菜摂取量はやや上昇。 

300 ｸ゙ﾗﾑ以上食べている人は、

23.2％。 

 

食育に関心を持っている保護者

の方が、野菜摂取量が多い。 
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260
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50.0

3.4

22.1 17.2 7.3

食育への関心がない ⇒ １日あたり野菜摂取量 ２０５ｇ 

Ｎ＝1226 

Ｎ＝166 
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【農産物づくりに取り組んでいますか（子ども・保護者）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※平成 19年度アンケート結果との比較 
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100％ 0％ 

「したことがある」という回答が一番多い。  
保護者と園児・低学年で上昇している。  
 

23.5

23.1

15.8

9.0

40.7

40.6

59.0

51.7

57.0

62.8

34.3

31.9

13.0

27.5

31.0

33.3
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無回答

（％） 

野菜などの農産物づくりをいつもしている 又は 時々している（子ども・保護者） 
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※農産物づくりの取組みと野菜摂取量の関係 

【毎日の食事で野菜料理をどれくらい食べていますか（保護者）】 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

215
243257

307

0

100

200

300

400

いつもしている 時々している したことがあるしたことがない

Ｎ＝87 Ｎ＝244 Ｎ＝594 Ｎ＝488 

（ｇ） 

農産物づくりに

取組んでいる人

の方が野菜摂取

量が多い。  
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（４）食品の選択について 

 【何を意識して購入していますか（保護者）】（複数回答） 

 ※（   ）はＨ19アンケート結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【地元の農産物を意識して購入していますか（保護者）】 ※Ｈ19アンケート結果との比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

食品の表示【産地、賞味

（消費）期限、原材料、

食品添加物、有機・特別

栽培のいずれか】を参考

に購入している人は、

89.1％。  
値段を意識して購入す

る人が増加  

国産、愛知県産、

岡崎市産の全て

上昇。  
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47.1
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28.4
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している  している   している   いない    いない 
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（５）食育の取組みについて 

【食育を推進していく上で必要な市の施策は何ですか（保護者）】（複数回答） 

 ※（   ）はＨ19アンケート結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【その他の意見（上記項目以外を一部集約）】  

・ 市政だよりでの特集やホームページなど、もっと広報を充実させる。 

・ 保育園、学校の給食を和食中心の献立にして欲しい。 

・ 農家の高齢化等で地元野菜の生産者が減っていかないように支援する。 

・ 旬の食べ物が安価で手に入るような直売所や朝市などを充実させる。 

・ 世界の食料不足の現実を子どもに理解させる。 

・ 親の世代に食育が必要なので、子どもから家庭に問題を持ち帰ることが有効。 

・ 子どもに作物を作る大変さが伝わるように、年間を通して子どもを主体とした農業体

験をさせる。 

・ 市民の生活全般の支援方法を考えないと食育は進まない。 

・ 世代間（高齢者、親、子）の交流やマナー講習。 

・ あおい号（移動図書）で食育紙芝居を学校や園で行う。 

51.5

59.5

11.9

10.6

28.5

4

19.3

21

26.2

40.3

6

3.7

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

家庭における食育の啓発、支援

学校、保育園等における食育の推進

市の施設（岡崎げんき館など）での
食育講座などの実施

企業・産業団体と連携した職場での取組

飲食店や食料品店、生協などと連携した取組

ボランティアの派遣等による各地区における

食生活の改善のための取組の支援

食育の普及啓発を図るイベントなどによる
食育推進運動の展開

農林漁業体験活動など生産者と消費者との
交流の促進

伝統食や郷土料理など食文化の継承のための

活動支援

食品の安全・安心に関する情報提供や
講習会の開催

特にない

その他

（％） 

（47.2） 

（7.5） 

（22.6） 

4.0 （3.8） 

（15.7） 

21.0 （14.0） 

（20.5） 

（29.5） 

6.0 （3.3） 

（0.7） 

（16.9） 

（53.1） 

農林漁業体験活動

の充 実と 食の 安

全・安心に関するこ

とが増加。  
学校・保育園への期

待が高い。  
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３．考察（数値目標との比較） 

 

◇食育に関心を持っている人 

Ｈ19 Ｈ21 評価 Ｈ23（目標値） 

81.8％ 85.5％  90％以上 

  食育に関する普及啓発活動を始め、園・学校における保護者への働きかけや、関係団体に

おける様々な食育推進事業の効果があったと思われる。 

 

 

◇朝食を欠食する幼児・児童・生徒 

 Ｈ19 Ｈ21 評価 Ｈ23（目標値） 

４歳児 1.1％ 0.6％  

小学２年生 0.7％ 0.3％  

小学５年生 1.1％ 1.3％  

中学２年生 4.5％ 2.0％  

高校２年生 8.1％ 8.8％  

欠食なし 

  小学５年生と、高校２年生以外は改善傾向がみられる。食べない習慣が付く前に、朝食の

大切さを伝えていくことが必要と思われる。 

 

 

◇１日あたり野菜摂取量 

Ｈ19 Ｈ21 評価 Ｈ23（目標値） 

230ｇ 240ｇ  300ｇ以上 

  野菜摂取量の調査方法が異なるため単純な比較はできないが、ほとんど増加していない。 

子どもを対象とした野菜料理コンテストなどでは、保護者の野菜摂取量に影響を与えにく

いため、目標に向けて新たな取組みを検討していく必要がある。 

   

 

◇地元の農産物を意識して購入している人 

 Ｈ19 Ｈ21 評価 Ｈ23（目標値） 

岡崎市産 7.9％ 10.5％  

愛知県産 14.2％ 18.9％  
40％以上 

食の安全・安心への関心が高まり、地元の農産物の購入意識が上がってきていると思われ

る。地産地消の啓発を引き続き行っていく。 
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◇食品を購入するときに、食品表示を参考にする人 

Ｈ19 Ｈ21 評価 Ｈ23（目標値） 

75.5％ 89.1％  90％以上 

  食品表示に関する様々な問題から、表示についての意識が高まっていると思われる。今後

は、表示についての正しい知識と理解の促進を図っていくことも必要。 

 

 

◇野菜づくりに取り組む人 

Ｈ19 Ｈ21 評価 Ｈ23（目標値） 

15.8％ 23.1％  増加 

  増加傾向がみられる。野菜の種や栽培セットの配布など、家庭菜園のきっかけ作りや支援

を引き続き行っていく。 
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◇「食育推進計画」の数値目標（一覧） 

 

目 標 事 項 策定時（Ｈ１９） 現状値（Ｈ２１） 目標（Ｈ２３） 

食育に関心を持っている人 ８１．８％ ８５．５％ ９０％以上 

食育推進ボランティアの数 なし ５６名＋４団体 ２００人以上 

４歳児 １．１％ ０．６％ 

小学２年生 ０．７％ ０．３％ 

小学５年生 １．１％ １．３％ 

中学２年生 ４．５％ ２．０％ 

朝食を欠食する 

幼児・児童・生徒 

高校２年生 ８．１％ ８．８％ 

欠食なし 

１日あたり野菜摂取量 ２３０ｇ ２４０ｇ ３００ｇ 

小学２年生 ５．０％ ４．２％ ２．５％以下 

小学５年生 ７．０％ ８．２％ ３．５％以下 

中学２年生 ８．４％ ６．９％ ４．０％以下 

肥満者（※１） 

40～60代男性 ２４．７％ ３１．８％ ２０％以下 

地元の農産物を意識して購入してい

る人 

７.９％（岡崎市産） 

１４.２％（愛知県産） 

１０.５％（岡崎市産） 

１８.９％（愛知県産） 
４０％以上 

学校給食における青果物に地場産

物を使用する割合（※２） 

６．５％（岡崎市産） 

３０．１％（愛知県産） 

７．１％（岡崎市産） 

３５．１％（愛知県産） 
増加 

食品を購入するときに、食品表示を

参考にする人 
７５．５％ ８９．１％ ９０％以上 

野菜づくりに取り組む人 １５．８％ ２３．１％ 増加 

 
（現状値の出典） 

※１ 小学校２・５年生、中学２年生は平成 21年度学校保健統計調査 

   40～60代男性は平成 20年度岡崎市健康調査 

※２ 平成 20年度使用実績（金額） 

 
 


